
国立公衆衛生院では，平成２年から毎年春に，国際協力

事業団（JICA）からの委託により，複数の発展途上国の中

堅以上の保健医療行政従事者等を対象に，Seminar on

Health Systems Management（公衆衛生行政管理研修）を

実施しています．

募集定員は10人で，平成12年度は５月15日から７月14

日までの２ヶ月間実施することになっています．

この間，院内で講義，実習，演習等を行うとともに，院

外の施設見学（平成11年度は沖縄県にある施設）を行いま

す．もちろん，研修員の国の保健医療水準はばらばらである

ことから，各国の実情に合わせた内容とはいきませんが，で

きるだけきめ細かくなるように心がけています．そのため，

多くの関係者のお手を煩わせること大です．

研修員は，それぞれ来日時に母国の保健医療上の問題点

についての資料（カウントリーレポート，後述のアクション

プラン作成に必要な情報・資料，保健統計等）を持参し，

研修期間中に学んだことを元にアクションプランを作成，そ

れを帰国後に役立てることになっています．

この研修は非常に人気が高いため，定員を増やして受け入

れてほしいとの要望がよせられていますが，見学，実習及び

演習の関係上，これ以上は受け入れることができません．た

だし，南アフリカについては，期間を１ヶ月に短縮した

"Country Health Administration for the Republic of

South Africa"を毎年秋に特別に実施しています．残念なが

ら，この二つのコースを実施するのが精一杯であり，三つ目

のコースを設けることは考えていません．

研修員の国とわが国の保健医療水準や経済水準には大き

な隔たりがあることから，彼らがどのようにわが国での経験

を持ち帰って生かしているかは非常に興味深いところであ

り，そのため，研修員が帰国してからの活動を追跡調査する

必要があると思いますが，そこまで手が回らないのが実情で

す．

今後とも，関係者や研修受講者の意見を参考にしながら，

これらのコースをよりよいものにしたいと思っています．
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